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総合評価 

目標に沿った開発が進められており、硝化技術の方法を変更したことで目標を上回

る結果を得られた点も評価できる。既に起業を目指した体制が出来ており、パイロッ

トプラント計画にも進展があることから、今後の発展が大いに期待できる。バイオ液

肥の長期安定性、味の向上効果に対して良好な成果が得られたが、今後、そのメカニ

ズムの解明について専門家と連携して深掘りすることも重要となる。 
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